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短歌は全19作品を掲載します 中 村 琴 江 選　投稿数17句
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俳句・短歌を募集
作品には、ふりがなをつけ、住所・氏名を明記して

　　　　　　　 総務課へお寄せください。
　　　　　　　　　1人1句、1首に限ります。8日必着

　日本に住む厚生年金に加入していない20歳以上60歳未満のかたは、必ず国民年金へ加入する義務があ
ります。
　届け出は加入するときだけではなく、被保険者種別が変わったときにも必要です。
　届け出されなかった場合、年金額が少なくなったり受け取れない場合もありますので、必ず届け出を
しましょう。

【第1号被保険者】  自営業、学生、フリーアルバイターなど
【第2号被保険者】  厚生年金保険や共済組合の加入者
【第3号被保険者】  第2号被保険者に扶養されている配偶者
　　　　　　　　（20歳以上60歳未満）

届出が必要なとき 異動の内容 届出先
20歳になったとき（厚生年金加入者を除く。） 第1号被保険者となります。

町民生活課
保険年金担当
（窓口②）

退職したとき（60歳未満のかたで厚生年金加入者の場合）
第2号被保険者から第1号被保険者になり
ます。（第3号被保険者に該当する場合を
除く。）

配偶者に扶養されていたが、配偶者が厚生年金を辞めたとき 第3号被保険者から第1号被保険者となり
ます。

問合せ　秩父年金事務所　　　　　　☎27-6560
　　　　町民生活課　保険年金担当　☎62-1232

国民年金の加入手続きはお済みですか


